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1. はじめに 

 東南アジアの建設用河川砂は、都市化に伴い不足が深

刻化し、環境破壊や採取規制が問題となっている [1]。そ

こで本研究では、カンボジアに豊富にあるラテライト（赤

土）に着目する。多孔質だが未利用であるラテライトの

細骨材としての適用性を評価し、さらに混和材のフライ

アッシュ（FA）または高炉スラグ(BF）による強度改善効

果を検討することを目的とする。 

 

2. 実験の概要 

2.1 使用材料 

 使用材料の物理的性質を表 1 に示す。試験体には普通

ポルトランドセメントを使用した。比較用細骨材として

珪砂を用い、カンボジア産ラテライトの模擬材料として、

ラテライトサンド（赤土）を使用した。特筆すべき点と

して、本実験で使用したラテライトの密度は珪砂と同値

であった。 

 図 1 の粒度分布曲線より、ラテライトは珪砂よりも微

粒分を多く含んでいることが明らかであり、これが調合

の単位水量に大きく影響を及ぼす。 

表 1 使用材料の物理的性質 

 

2.2 調合計画 

 調合計画を表 2 に示す。水セメント比は、締固め可能

な流動性を確保するため、予備実験を行い、60, 70, 80 (%) 

とした。珪砂に対するラテライトの置換率は、質量比で 

0, 25, 50, 75, 100 (%) とした。なお、置換は質量により行

った。混和材を添加したモルタルにおいては、ラテライ

ト 100%配合のセメントの 15%を FA また BF に置換し、

その強度および密度の改善効果を検討した。 

 

 

図 1 細骨材の粒度分布曲線 

 

表 2 モルタルの調合計画一覧 

 

種類 性質
セメント (C) 普通ポルトランドセメント、密度：3.16 g/cm³

骨材 (S) 珪砂、密度:1.99g/cm³、吸水率:0.89％

ラテライト (L) 密度:1.99g/cm³、吸水率:2.38％

高炉スラグ微粉末 (BF) 密度:2.91 g/cm³

フライアッシュ (FA) 密度:2.22 g/cm³
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